2007年度　桜美林大学大学院　日本語研究BII（語彙）　松下達彦


日本語研究ＢⅡ（語彙）　シラバス
2007.4.16. 　松下達彦　tatsu@obirin.ac.jp
· 授業概要

【目標】　（科目終了時までにできるようになると期待されること）
(1) ことばを語句の視点から分析的に理解するための知識・思考法・技能を習得すること。

(2) ことばの分析を教育現場や教育研究に応用（例：教材や授業プランの作成、学習者の質問への回答）するための知識・思考法・技能を習得すること。
＊具体的には、「授業計画」において示される「探求課題」について、一定の理解が得られる、または、自分なりの考えを深めることができることを意味する。

　例１：「にぎる」と「つかむ」はどう違いますか、と学生から質問されたときに、自分で考えて一定の回答ができるようになる。

　例２：生教材から学生の使いやすい語句リストが作れるようになる。

　例３：語彙学習の観点から既存の教科書の長所と欠点について理解できるようになる。

　例４：どんな辞書を買ったらいいですか、という学習者の質問に適切に答えられるようになる。

　例５：語彙習得に影響する諸要素について理解し、学習者を観察するときに語彙習得の側面についてより多くのことを理解できるようになる。

　例６：学習者の語彙レベルについて簡単な測定をするための基礎知識を得る。
★教員がこのシラバスの通りに適切に科目運営を行い、受講生が意欲的に授業に参加し、示されたとおりに要求課題を行えば、上述の課題は達成される。したがって、受講に際しては、目標に同意すること、課題遂行について責任を持つことが必要である。

【授業の進めかた】
各回の探求課題（「授業計画」参照）について、分担して文献を調べて、考えをまとめて授業に臨むことを課題にする。授業時の発言や発表と、レポートにより、最終評価を行なう。

· 授業計画

語彙論の基礎知識を踏まえた上で、語彙の認知・記憶や習得、語彙教育の具体的方法などの探究にできるだけ多くの時間を使いたい。しかしながら、すべての項目を十分に取り上げる時間はないので、初回の授業で語彙論の基礎知識を測るための課題を課し、その結果、および受講生の希望により、いくつかのトピックを選んで予定を再構成する。

　構想している内容・日程は、おおよそ以下の通りである。教員としては後半に時間を使いたいが、受講生の基礎知識が充分でない場合には、予定を変更し、前半に時間を多めに使うことになる。

なお、語彙の社会言語学的側面や歴史的側面も重要であるが、本講義では主要トピックとしては取り扱わない。

４／16　ガイダンス、語彙論の基礎知識のテスト、言語教育の民主化と語彙
探求課題 1：語彙の学習・習得が、音声や統語の学習・習得と異なる点について、できるだけたくさん説明しなさい。
４／23　語彙論の基礎Ⅰ（テストの解説）

４／30　語彙論の基礎Ⅱ（テストの解説）　＊注意！：祝日ですが授業があります
（参考資料）

but-test (Cruse, D.A.,1986, ”Lexical Semantics”, Cambridge University Press)について

山梨正明,1988,「共感覚と比喩」『比喩と理解』東京大学出版会

５／７　語彙の分類・グルーピング、語句リスト
探求課題 2：日本語における語種（和語・漢語・外来語・混種語）と用法の関係を整理しなさい。

探求課題 3：日本語における名詞と形容動詞（動名詞、形容名詞、形容詞的名詞、名容詞）の関係を整理しなさい。また、「独自（の）」のように、「-の」を伴う名詞修飾の用法が主である名詞をできるだけたくさんリストアップして用法を整理しなさい。
探求課題 4：600字前後の生教材をサンプルにして中級学習者のための語句リストを作成しなさい。リストの語彙は何らかの観点でグルーピングして提示すること。

探求課題 5：一つ以上の既存の日本語教科書について、語句の扱い方を批判的に取り上げ、改善案を示しなさい。
（参考資料）
西尾寅弥,2002,第4章「語種」齋藤倫明編　朝倉日本語新講座４『語彙・意味』朝倉書店
加藤重広,2003,『日本語修飾構造の語用論的研究』ひつじ書房
５／14　語の意味の分析

探求課題 6：任意の類義語のペアまたはグループについて、意味・用法の共通点と相違点の仮説を立て、学習者からの質問に回答する形式で説明しなさい。

（参考資料）

菊地康人,2000,「タノシイとウレシイ」山田　進ほか編『日本語　意味と文法の風景　―国広哲弥教授古希記念論文集―』ひつじ書房
中道知子,2000,「『視線』と『目線』」山田　進ほか編『日本語　意味と文法の風景　―国広哲弥教授古希記念論文集―』ひつじ書房
松下達彦,2007年,「類義語の共通点の分析と記述　―その必要性と方法―」『日本語論叢』特別号、日本語論叢の会,p.218-224
５／21
　語彙と辞書（日本語学習に役立つ辞書のリスト作成、実物検討会）

探求課題 7：（第二言語／外国語としての）日本語学習者のために役に立つ辞典・字典のリストを作成しなさい（既存のリストがあるので、電子辞書を中心に近年出版された新しいものを補充すること）。
探求課題 8：電子辞書と紙の辞書を比較して、その利点と欠点を説明しなさい。また、現時点で学習者に推薦できる電子辞書を調べなさい。
（参考資料）

武田淳,2005,「電子辞書を活用した効果的指導法：引かせる指導と引かせない指導」『宮城工業高等専門学校研究紀要』

Loucky, John P. ,2005, Surveying Foreign Language Learners’ Use of Electronic Dictionaries,『西南女学院大学紀要』

大崎さつき・中山夏恵,2004,「電子辞書ＶＳ印刷辞書――有用性と実用性の違いについての考察」『東京電機大学総合文化研究』

服部厚志,2003, 「日本人高校生の英語リーディングと語彙習得における電子辞書の有効性」『外国語学論集』

古河友也,2001,「第2言語テキストの読解プロセスにおける電子辞書の有効性」、Shukugawa studies in linguistics and literature, 夙川学院短期大学英文学会
岩本自由子,1998,「電子辞書による検索時間短縮の効果」『中国四国教育学会　教育学研究紀要』第44巻

玉村文夫,1995,「外国人のための日本語辞書の構想」『言語』24-6,大修館書店

『日本語学』17-14,明治書院

関山健治氏のホームページ

５／28　意味の補償　(1)造語、句形成
探求課題 9：語を組み合わせて文を作る統語規則と、語構成要素を組み合わせて語を作る語構成規則の共通点と相違点について説明しなさい。

探求課題 10：辞書に登録されていないような語が臨時に造語される実例について、自分の体験や文献に基づく実例をできるだけたくさん挙げなさい。

探求課題 11：「荷物の運搬」「大阪への出張」「教室での作業」のような名詞句はどのような場合に、どのような規則で形成されるか、考えなさい。

（参考資料）

石井正彦,2001,「臨時一語と文章」『日本語学』20-9、明治書院

松下達彦,1992,「派生名詞句の形態・統語　―格表示を中心に―」『平成４年度　日本語教育学会秋季大会　予稿集』日本語教育学会

影山太郎・柴谷正良,1989,「モジュール文法の語形成論－「の」名詞句からの複合語形成」久野　瞕・柴谷方良編『日本語学の新展開』くろしお出版

杉岡洋子,1989,「派生語における動詞素性の受け継ぎ」久野　瞕・柴谷方良編『日本語学の新展開』くろしお出版

井上和子,1976,「派生名詞句」『変形文法と日本語（上）』大修館書店

６／４　意味の補償　(2)意味の拡張

探求課題 12：「メタファー」「メトニミー」「シネクドキー」の実例を（できれば日本語教科書の中から）挙げなさい。また、この三つの相互の関係について説明しなさい。

探求課題 13：「メタファー」「メトニミー」の分類を説明しなさい。

探求課題 14：「メタファー」「メトニミー」「シネクドキー」に関する知識は、言語の学習・教育においてどのように活かすことができるか。あなたの考えを述べなさい。

（参考資料）

籾山洋介,2001,「多義語の複数の意味を統括するモデルと比喩」山梨正明ほか編『認知言語学論考』１
瀬戸賢一,1986,第2章「換喩と提喩」、第3章「換喩の意味論」『レトリックの宇宙』海鳴社

（現在は瀬戸賢一,1997,『認識のレトリック』海鳴社に所収）
６／11　文字・語彙の認知と学習・習得　(1)概論

探求課題 15：現在、文字・語彙の認知と学習・習得において、どのようなことが研究上の課題となっているか、できるだけたくさん説明しなさい。（谷内2002,2003で取り上げられている論文の中から関心のあるものを一つ取り上げてレポートしなさい。）

探求課題 16：学習者の語彙力を簡便に測定する方法について調べなさい。

（参考資料）

谷内美智子,2002,「第二言語としての語彙習得研究の概観：学習形態・方略の観点から」日本言語文化学研究会増刊特集号編集委員会編『第二言語習得・教育の研究最前線　―あすの日本語教育への道しるべ―』凡人社
谷内美智子,2003,「付随的語彙学習に関する研究の概観」日本言語文化学研究会増刊特集号編集委員会編『第二言語習得・教育の研究最前線　―2003年版―』凡人社
松見法男,2001,「第二言語の習得」森　敏昭編『おもしろ言語のラボラトリー』北大路書房

門田修平編著,2004（初版2003）,『英語のメンタルレキシコン』松柏社

望月正道ほか２名,2003,『英語語彙の指導マニュアル』大修館書店

投野由紀夫編著,1997,『英語語彙習得論』河源社（発売：桐原書店）
Nation, I. S. P. (2001) Learning Vocabulary in Another Language. Cambridge: Cambridge University Press（邦訳：吉田晴世／三根浩（訳）（2005）『英語教師のためのボキャブラリー･ラーニング』松柏社）

Read, J. (2000). Assessing Vocabulary. Cambridge: Cambridge University Press
６／18
文字・語彙の認知と学習・習得　(2)母語（第一言語）の一般的影響

探求課題 17：語の認知・習得において、母語（第一言語）は一般的にどのような影響があるか、整理しなさい。
（参考資料）

森美子,2003,「日本語における語彙習得」『第二言語習得研究への招待』くろしお出版
加藤稔人, 2005, 「中国語母語話者による日本語の語彙習得　—プロトタイプ理論、言語転移理論の観点から—」『第二言語としての日本語の習得研究』Vol. 8,凡人社
Jiang, N., 2004, Semantic Transfer and Development in Adult L2 Vocabulary Acquisition, Bogoards and Laufer eds., Vocabulary in a Second Language,   

Jiang, N., 2000, Lexical Representation and Development in a Second Language, Applied Linguistics, 21-1, 47-77, Oxford University Press

Kellerman, E., 1979, Transfer and non-transfer: where we are now. Studies in Second Language Acquisition, 2, 37-59.

Kellerman, E., 1978, Giving learners a break: Native language intuitions as a source of predictions about transferability. Working Papers on Bilingualism, 15, 59-92.

６／25
文字・語彙の認知と学習・習得　(3)中国語系学習者による日本語漢字語の認知と習得
探求課題 18：日本語漢字語の認知・習得において中国語漢字語の知識は一般的にどのような影響があるか、音韻・書字・意味などの観点から、学習者の日本語レベル別に整理しなさい。

（参考資料）

陳毓敏,2003,「中国語を母語とする日本語学習者における漢語習得研究の概観：意味と用法を中心に」日本言語文化学研究会増刊特集号編集委員会編『第二言語習得・教育の研究最前線　―2003年版―』凡人社
玉岡賀津雄・松下達彦,1999,「中国語系日本語学習者による日本語漢字二字熟語の認知処理における母語の影響」,第４回国際日本語教育・日本研究シンポジウム「アジア太平洋地域における日本語教育と日本研究：現状と展望」（香港理工大学）発表資料

玉岡賀津雄・宮岡弥生・松下達彦,2002,「日本語学習者の心的辞書（mental lexicon）の構造　―中国語を母語とする超上級日本語学習者の漢字熟語の処理を例に―」日本語教育学会中国地区研究集会編集委員編『平成14年度 日本語教育学会中国地区研究集会 予稿集』
松下達彦・玉岡賀津雄,2002,「中国語を母語とする日本語学習者の漢語系派生語の習得」『2002年度　日本語教育学会秋季大会　予稿集』日本語教育学会

松下達彦・Taft, M.・玉岡賀津雄,2004,「中国語『単語』を知っていることは日本語漢字語の発音学習に役立つか」記念論文集編集委員会編『平井勝利教授退官記念　中国学・日本語学論文集』白帝社

７／２　文字・語彙の認知と学習・習得　(4)学習者母語別の語彙学習
探求課題 19：日本語の文字や語彙について、学習者の母語別の効果的なリソース・教材や学習法・教授法があるだろうか。あるとすればどのようなものか、考えなさい。
探求課題 20：対訳つき語句リストの利点と欠点について先行研究を踏まえてあなたの考えを述べなさい。
（参考資料）

松下達彦,2002,「中国語を母語とする日本語学習者のための語彙学習先行モジュールの提案　～第二言語習得理論、言語認知、対照分析、語彙論の成果を踏まえて～」《日语学习与研究》2002年第1期
松下達彦,2002,「初級日本語文法学習に使える中上級語彙の検討　―中国語系日本語学習者のための語彙学習先行モジュール開発に向けて―」蔡全勝ほか編『日本文化論叢』大連理工大学出版社
国立国語研究所（カッケンブッシュ寛子・大曽美恵子）,1990,『外来語の形成とその教育』大蔵省印刷局
７／９　文字・語彙の認知と学習・習得　(5)読解と語彙学習

探求課題 21：文章の読解において、いわゆる「キーワード」には、どのような特徴があるか、使用頻度、使用範囲、テキストタイプなどの観点から説明しなさい。

探求課題 22：読解を主とする活動において、語彙学習は、どのような条件で、どの程度進むか、考えなさい。
（参考資料）

石井正彦,2002,第９章「語彙と文章」齋藤倫明編　朝倉日本語新講座４『語彙・意味』朝倉書店

樺島忠夫,1981,『日本語はどう変わるか』岩波書店
吉澤真由美,2003,「日本語学習者のリーディングにおける付随的語彙学習　―学習を促進する条件を探る―」『第14回　第二言語習得研究会全国大会　予稿集』第二言語習得研究会
Moroishi W. M. (2006) Reading for Meaning and Incidental Vocabulary Acquisition: The Case of Japanese.『第二言語としての日本語の習得研究』9号, 5-22.
７／23　文字・語彙の認知と学習・習得　(6)会話と語彙学習、語彙学習のストラテジー
探求課題 23：会話と語彙学習の関係、特に読解の場合との相違点について説明しなさい。

探求課題 24：学習ストラテジー研究において語彙学習はどのように位置づけられているか説明しなさい。
探求課題 25：文字・語彙の学習のストラテジーについて、有効だと思われるものを自らの体験や文献資料から探して、整理しなさい。

（参考資料）

O’Malley, J. M & Chamot, A, U,1990, Learning Strategies in Second Language Acquisition, Cambridge University Press
オックスフォード，レベッカ L.,1994,『言語学習ストラテジー　－外国語教師が知っておかなければならないこと－』凡人社

横須賀柳子,1999,第7章「語彙及び漢字学習ストラテジーの研究」宮崎里司・J.V.ネウストプニー編『日本語教育と日本語学習　―学習ストラテジー論に向けて―』くろしお出版
＊まとめとフィードバック
· 評価方法

Ａ：この科目の目標をほぼ達成し、授業への参加態度も優れている。
Ｂ：この科目で重要な目標は達成し、授業への参加態度もおおむね積極的である。
Ｃ：この科目の目標の達成は不十分だが、授業への参加は一定レベルに到達し、今後の努力によって向上が期待できる。
Ｄ：この科目の目標の達成は不十分で、参加の程度も不十分だが、合格最低の基準に到達している。今後、多くの努力が必要である。
Ｆ：不合格

【評価の割合】
授業時の発言や発表　30％
レポート　　　　　　70％

【評価の主要な観点】
・語彙に関する基礎的な知識・技能
・語彙の教育・研究における着眼・検証のための構想力、論理性　　など
· テキスト

使用しない。「授業計画」に記した参考資料は新宿キャンパスの書架のファイルに配架するので必要に応じてコピーすること。
· 参考書


各回の参考資料は「授業計画」を参照してください。その他の文献については、別途、文献リストを配付します。

· キーワード　　語彙、意味、認知、習得、言語、日本語、学習、教育

●教員との連絡方法　　Ｅメール: tatsu@obirin.ac.jp
オフィスアワー：水曜　14:00～15:00、木曜　12:00～13:00  （町田本部キャンパス、崇貞館Ｂ５２３）
